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『
源
氏
物
語
』
享
受
史
の
研
究
、
と
題
し
ま
し
た
当
該
学
位
請
求
論
文
で
は
、
中
世
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
人
々
が
『
源
氏
物
語
』
を
ど
の
よ
う
に
享
受

し
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
も
の
で
す
。 

 

第
一
章
の
「
関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
」
で
は
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
』
の
写
本
が
、
中
世
後
期
か

ら
『
源
氏
物
語
』
研
究
に
お
い
て
中
心
で
あ
っ
た
三
条
西
家
に
関
わ
る
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
性
質
を
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
可
能
性
と
、
外
題
執
筆
者

だ
と
考
え
ら
れ
る
中
院
通
村
の
書
写
活
動
と
本
文
系
統
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。 

 

第
二
章
の
「『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
」
は
、
第
一
節
で
一
条
兼
良
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
を
、
応
仁
の
乱
と
の
関
係
か
ら
述
べ
て
い
ま
す
。
兼
良
以
前
の
注
釈
書

と
は
異
な
る
『
花
鳥
余
情
』
は
、
応
仁
の
乱
を
経
る
こ
と
で
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
第
二
節
、
第
三
節
は
、『
花
屋
抄
』

に
関
す
る
論
考
で
す
。『
花
屋
抄
』
は
、
女
性
で
あ
る
花
屋
玉
栄
が
「
お
さ
な
き
人
・
女
達
」
の
た
め
に
著
わ
し
た
と
い
う
他
に
例
を
見
な
い
注
釈
書
で
、
当
時
の

研
究
的
な
『
源
氏
物
語
』
注
釈
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

 

第
三
章
の
「
中
世
源
氏
物
語
の
世
界
」
で
は
、『
源
氏
露
』
を
中
心
に
、
他
の
「
中
世
源
氏
物
語
の
世
界
」
を
書
き
と
ど
め
て
い
る
注
釈
な
ど
も
参
看
し
な
が
ら
、

連
歌
師
た
ち
が
伝
え
て
い
た
「
源
氏
学
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。 

 

第
四
章
の
「『
源
氏
物
語
』
の
古
筆
切
」
は
、
第
一
節
、
第
二
節
で
『
源
氏
物
語
』
梗
概
本
の
古
筆
切
を
取
り
上
げ
て
、
南
北
朝
期
以
降
の
も
の
し
か
完
本
で
は

現
存
し
な
い
梗
概
本
が
、
中
世
の
初
め
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
梗
概
化
の
方
法
が
、
鎌
倉
期
と
そ
れ
以
降
で
は

異
な
る
こ
と
も
考
察
し
て
い
ま
す
。
第
三
節
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
夢
浮
橋
巻
の
続
編
を
描
い
た
『
山
路
の
露
』
本
文
の
新
た
な
古
筆
切
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

新
出
断
簡
の
本
文
を
合
わ
せ
考
え
る
こ
と
で
、『
山
路
の
露
』
の
本
文
系
統
へ
の
一
石
を
投
じ
た
も
の
で
す
。 


